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Series　 地方発！我が教育委員会の取組

安全教育の推進
～主体的に行動でき る児童生徒の育成を目指し て～

埼玉県川越市教育委員会

　 はじ めに

川越市は， 埼玉県の中央部より やや南部， 武

蔵野台地の東北端に位置しています。 人口は35

万人を超え， 平成15年には埼玉県内で初めて中

核市に移行しました。 都心から 30キロ メ ート ル

の首都圏に位置するベッ ド タウンであり ながら ，

商品作物などを生産する近郊農業， 交通の利便

性を生かした流通業， 伝統に培われた商工業，

豊かな歴史と 文化を資源と する観光など， 充実

した都市機能を有しています。 市立学校数は小

学校32校， 中学校22校， 特別支援学校１ 校， 高

等学校１ 校です。

川越市教育委員会では， 中核市と しての権限

に基づき， 初任者研修等の経験者研修や， 教科

等研修など， 本市の実態に合った独自の教職員

研修を企画し実施しています。 平成28年度から

は， 安全教育の充実を図るため， 安全教育研修

会を新規に企画し， 毎年， その年度に各校に伝

達するべき内容を精選して実施しています。 平

成30年度から は， 慶應義塾大学， 情報教育学部

准教授の大木聖子氏を川越市防災アド バイザー

と して招聘し防災教育の研究を行っています。

また， 令和元・ ２ 年度では， 文部科学省委託

事業（ 埼玉県教育委員会再委託事業）「 学校安

全総合支援事業」 のモデル地域と して， 学校安

全（ 主に災害安全分野） の充実・ 発展に資する

実践について研究しています。

１ 　 川越市の教育施策

川越市教育委員会では， 第二次川越市教育振

興基本計画において，「 生き る 力と 学びを育む

川越市の教育」 を基本理念に掲げ， その実現に

向けて施策の推進に取り 組んでいます。 その施

策の一つに「 安全・ 防災教育の推進」があり ます。

安全・ 防災教育を推進していく 上では， 児童

生徒がいかなる状況下でも 自らの命を守り 抜く

と と もに， 安全で安心な生活や社会を実現する

ために主体的に行動する態度を育成していく こ

と が必要不可欠であると 考えています。

川越市教育委員会では， 児童生徒の「 学力向

上」を最重要課題の一つと していますが，安全・

防災教育の推進によって， 児童生徒の主体的に

行動する態度を育成するこ と は， その課題解決

にも つながるものと 考えており ます。

２ 　 令和元年度における取組

令和元年度の文部科学省委託事業（ 埼玉県教

育委員会再委託事業）「 学校安全総合支援事業」

では， モデル校に霞ケ関西小学校， 霞ケ関西中

学校を指定しました。

霞ケ関西地区には， ３ Ｗ（ ス リ ーウエスト ）

と 称し ， 霞ケ関西小学校， 霞ケ関西中学校， 県
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立川越西高校， 地域自治会， 交番， 交通指導員

と の間で， 地域内での児童生徒の安全について

協議し， 共通理解を図る組織があり ます。 こ れ

を基盤と して， 充実した安全・ 防災教育の推進

を目指しました。

⑴　 アド バイ ザーによる出前授業

（ 講師： 慶應義塾大学 准教授 大木聖子

氏）

地震災害が起きた際に取るべき適切な行動に

ついて考えたり ， 避難所運営について考えたり

する教材などで， 防災意識を高めるための出前

授業を複数回実施しました。

なお， 出前授業の内容については， 後日， モ

デル校の教員も 授業実践を行いました。 こ れは，

専門家が来校せずと も 教員自身で児童生徒の防

災意識を高める こ と ができ る よ う にする ため

です。

⑵　 避難訓練実施レポート

大木聖子氏に依頼し， 避難訓練を計画したり ，

振り 返ったり するこ と で見直しを図るこ と ので

きる 「 避難訓練実施レポート 」 の様式を作成し

ました。 こ れは， 市立学校で避難訓練の際に活

用できるよ う にしています。

【 小学校３ 学年】
災害時に取るべき 適切な行動について写真を使っ て学ぶ授業

【 中学校３ 学年】
避難所運営の４ コ マ漫画： 自分たちにでき るこ と について考

える授業

【 避難所運営の４ コ マ漫画】
大木聖子氏考案の教材： 避難所で起こ り う る場面を４ コ マ漫

画にし て、 自分自身が避難所運営班だっ た際、 どのよう に対

応するのかを考える教材

避難訓練実施レ ポート 記入例
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⑶　 防災小説

防災小説と は， 大木聖子氏が考案した教材で，

地震災害に遭遇し たと き ，「 自分の身に何が起

こ るのか」 について， 災害の前後の状況を想像

し， 自分自身を主人公と して小説にしていく も

のです。 こ のこ と を通して， 防災について学ん

でいきます。 小説の書き方は自由ですが， 最後

は必ず希望をもって終えるこ と が条件です。

防災小説への取組は， 霞ケ関西中学校で実践

し， 小説作成後は発表会を行いました。 １ 時間

目では， 大木聖子氏による説明と 意識付けのた

めの導入を行い， 各グループで「 災害発生前に

何ができるのか」 などについて話し合いました。

２ 時間目以降から ， 各担任の指導の下， 小説を

書く 活動に入り ， 発表会当日は， 代表生徒によ

る朗読を行いました。

発表会後の生徒の感想には，「 他の人の発表

を聞いて， 人それぞれ考えや伝えたいこ と が違

う のだと 感じ た。 今回は小説の中での出来事

だったけれど， 実際に起こ る可能性もあるので，

そのと きのために， 家族会議をして集合場所を

決めたり ， 対策をと ったり したいです。 また，

日頃から自分にできるこ と と は何か， どんな役

割を果たせばいいのか考えながら 生活したいで

す」「 災害に対する備えの大切さ に気付く こ と

ができ， 家族や地域と 協力するこ と で， 災害が

起きたと しても被害を少なく するこ と につなが

るのだなと 思った」 と いう ものも あり ， 防災小

説を書く 活動によって， 自助だけでなく ， 共助

の気持ちまで育むこ と ができた生徒もいたこ と

が分かり ます。

⑷　 ASUKAモデル

平成23年９ 月29日， 埼玉県さ いたま市の小学

校で， 駅伝大会の選考会ゴール後に校庭で倒れ，

11歳と いう 若さ で児童がなく なると いう 悲しい

出来事があり ました。 こ の学校事故を受け， 当

時のさ いたま市教育委員会が， 二度と こ のよ う

なこ と が起き ないよ う ， AEDについて教職員

が正し く 理解するための対策等をまと めたテキ

スト があり ます。 こ のテキスト は， 亡く なった

児童， 桐田明日香さ んの名前から 「 A SUKAモ

デル」 と 名付けられ， さ いたま市以外でも 活用

さ れています。

川越市教育委員会でも ，「 A SUKAモデル」

の活用を浸透さ せるため， 講師に， 桐田明日香

さ んの母親である桐田寿子氏， 元さ いたま市教

育委員会教育長， 現公益財団法人日本AED財

団理事， 桐淵博氏を招き， 霞ケ関西小学校にて

校内研修を実施しました。 研修には， 他校の教

員や， 地域の消防署員， 埼玉医科大学総合医療

センター（ 市内医療機関） の医師たちも参加し

ました。

桐田氏よ り ご遺族の立場からの視点， 桐淵氏

から は当時の学校関係者の立場から の視点でお

話をいただきました。 明日香さ んの事故の教訓

や学校管理下における突然死等死亡事故の実態

から 浮かび上がる学校の安全を巡る諸課題につ

いて考える貴重な時間と なり ました。

大木聖子氏　 提供資料
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⑸　 心肺蘇生法・ AEDの活用についての

授業

霞ケ関西小学校で， 埼玉医科大学総合医療セ

ンタ ーと の連携によ る 心肺蘇生法・ AEDの活

用についての授業を実施しました。 医師が講師

と なり ， 近隣の県立川越西高校で， 将来， 看護

師や体育教師を志す高校生が授業サポーターと

して参加しました。 前述した桐田明日香さ んの

事例についても 触れながら ， 子どもたちが「 自

分たちでも友達の命を救う こ と ができる 」 と い

う 視点での授業でもあり ， 参加する子どもたち

の意識の向上にもつながるものと なり ました。

川越市教育委員会では， 平成30年度から埼玉

医科大学総合医療センターと 連携し ， 市立学校

を対象と した出前授業を行っています。 今後も ，

本事業は継続し ， 医師のサポート がない状態で

も 教員が児童生徒へ， 心肺蘇生法・ AEDの活

用について指導ができる体制を整えていきます。

図から ， 出前授業後の児童生徒の意識の向上

は顕著で， 命の大切さ について考えるこ と にも

つながっており ， 心肺蘇生法・ AEDの活用に

ついて学ぶこ と の教育的効果は高いこ と が伺え

ます。 紙面の関係上， 中学生の分析しか記載し

ていませんが， 小学生でも同様の効果が見られ

ました。

３ 　 令和２ 年度における取組

令和２ 年度の文部科学省委託事業（ 埼玉県教

育委員会再委託事業）「 学校安全総合支援事業」

図　 淺野祥孝氏　 提供資料

桐田寿子氏， 桐淵博氏による校内研修

埼玉医科大学総合医療センタ ー　 救急科（ ER） 助教

淺野祥孝氏による講義

高校生のサポート を受けながら 実習に参加する児童
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では， モデル校に寺尾中学校， 寺尾小学校， 高

階小学校， 高階南小学校を指定しています。

寺尾地区は， 水害が発生する可能性の高い地

域です。 過去の台風による床上浸水件数は， 平

成29年台風第21号で寺尾地区238件（ 川越市246

件）， 令和元年東日本台風（ 台風第19号） で寺

尾地区146件（ 川越市205件） でした。 学校が避

難所になった際は， 市職員からなる避難所運営

班と の連携も 必要になり ます。 そこ で， モデル

校を寺尾地区の学校に指定し， 避難所設営・ 運

営について検討するこ と を研究の柱の一つと し

ました。

⑴　 オンラ イ ン会議での検討

今年度は， 新型コロナウイルス感染症拡大に

よる緊急事態宣言発令もあり ， 学校を再開した

のは６ 月から でした。 そのため， 当初から 予定

していた取組を実践するこ と ができないばかり

か， コロナ禍での研修会も 実施するこ と が難し

い現状にあり ます。 そこ で， オンラ イン会議に

よる学校防災対応マニュアル見直しについての

検討会を行う こ と にしました。 オンラ イン会議

は， 専門家である大木聖子氏と ， 令和元・ ２ 年

度「 学校安全総合支援事業」 のモデル校６ 校の

校長， 川越市防災危機管理室， 川越市教育委員

会担当者で組織しました。

今までに経験したこ と のない新型コロナウイ

ルス感染症対策に追われる中， 防災の専門家と

学校長， 市の関係機関， 市教委と で本音での意

見を交えながら ， 現在も学校防災対応マニュア

ルの検討を行っています。

⑵　 防災小説を活用し た新たな取組

令和元年度， モデル校で実践した防災小説の

取組について， 更なる活用ができないか思案し

ています。 防災教育は， 学校で行う だけでなく ，

家庭， 地域と の連携も必要不可欠です。 そこ で，

地域一体と なる防災小説を活用した新たな取組

について， 現在， 大木聖子氏と 相談し検討して

います。 今後、 川越市の大きな取組の一つと し

て実践していく 予定です。

　 おわり に

「 学校安全総合支援事業」 の再委託を受ける

以前から ， 川越市では安全・ 防災教育の推進の

ためモデル校を指定し， 研究実践を重ねてきて

います。 モデル校では意識が高まり ， 校内での

実践も年々深まり を増してきています。 しかし ，

モデル校以外の学校までは， その実践が浸透し

きれていない現状も あり ， こ れが課題の一つと

捉えています。

そこ で今後は， 過去の実践等を， 各教科や総

合的な学習の時間， 特別活動などにおいて年間

を通じて指導すべき内容と して整理し， 学校安

全計画に位置付け， 系統的・ 体系的な安全教育

を計画的に実施していけるよ う 各校を支援して

いきます。 また各校が， 安全教育を実施してい

く 中で， 児童生徒への効果を検証分析し， 結果

を教育課程の改善につなげていく など， カリ

キュラム・ マネジメ ント の確立を通じて地域の

特性や児童生徒の実情に応じた安全教育を推進

していけるよ う 指導・ 助言も行っていきます。

こ れが， 先に挙げた課題解決への一助になると

考えています。 川越市教育委員会では， 今後も

安全・ 防災教育の推進を通して， 児童生徒の主

体的に行動する態度を育成していきます。

オンラ イ ンによる検討会
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